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た。貧血は徐々に改善し、3 ヶ月後には 5.5mg/dl まで回復。患者および家族と医療チームの
関係は終始良好であり、Ａさんの精神状態は安定していた。6 ヵ月後に、血圧低下、意識消失
により救急来院し、当日永眠された。関係者からのクレームは全くなかった。 
Greenhalgh（2006）は、物語倫理の主張を、『ハリーポッター』を題材にとって、以下の
ように分かり安く説明している。 
「『幼児の倫理性』は、普遍的で柔軟性を欠く規則に基づいている。例えば『うそをついて
はいけない』『先生の言うことを聞く』などである。しかし『より洗練された倫理性』におい
ては、これらの硬直した規則は、状況に応じて思慮深く適用される経験則に置き換えられる。
子供達は、真夜中に寄宿舎の窓から外に出てはいけない。ただしそれは、『悪の魔王ヴォルデ
モートが世界を破壊することを阻止するために必要な行動であると判断した場合を除けば』、
ということなのである」。 
 
 
